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LIFE　LIGHT　LOVE
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（
２
０
２
４
年
8
月
1
日
～

9
月
30
日
ま
で
の
ご
寄
付
者
）

ご
芳
志
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

夏
休
み
に
入
っ
て
す

ぐ
の
八
月
九
日
に
「
第
四

十
九
回
サ
マ
ー
・
カ
レ
ッ

ジ
」
が
行
わ
れ
た
。昨
年

度
は
学
内
で
の
開
催
で

あ
っ
た
が
、今
年
度
は
名

取
市
の
「
陣
中
閖
上
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
で

実
施
さ
れ
た
。名
取
市
は

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大

震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
で
、そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、今
年
度
の

全
体
テ
ー
マ
は
「
キ
リ
ス

ト
教
と
震
災
」
と
し
た
。

主
題
講
演
と
し
て
、震

災
が
起
こ
っ
た
直
後
（
二

〇
一
一
年
四
月
）
に
日
本

基
督
教
団
名
取
教
会
の

牧
師
と
し
て
赴
任
さ
れ

た
荒
井
偉
作
牧
師
よ
り
、

今
年
度
の
教
職
員
修

養
会
で
は
、関
西
学
院
院

長
の
中
道
基
夫
先
生
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し

た
。中
道
先
生
の
ご
講
演

は
、聖
書
の
一
部
分
を
取

り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

聖
書
全
体
の
歴
史
的
な

流
れ
、特
に
旧
約
聖
書
に

お
け
る
族
長
物
語
、ま
た

モ
ー
セ
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
人
の
出
エ
ジ
プ
ト
の
出

来
事
を
踏
ま
え
つ
つ
、聖

書
全
体
の
中
心
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
「
解
放
と
居
場
所
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
力

強
く
示
し
て
く
だ
さ
る

も
の
で
あ
っ
た
。そ
の
上

で
、日
本
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教
学
校
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
も
ま
た
、明
治
期
以
降
、

日
本
社
会
に
お
い
て
学

九
月
三
十
日
、
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ー
ハ

ウ
ザ
ー
記
念
東
北
学
院

礼
拝
堂
で
、
二
〇
二
四

年
度
九
月
期
卒
業
式
が

挙
行
さ
れ
た
。
今
年
度

は
大
学
院
経
営
学
研
究

科
、文
学
部
、経
済
学
部
、

経
営
学
部
、法
学
部
、教

養
学
部
の
三
十
八
名
が

新
た
な
門
出
を
迎
え
、

教
職
員
や
家
族
に
見
送

ら
れ
た
。

式
は
平
野
幹
雄
学
務

部
長
の
開
式
宣
言
で
始

ま
り
、
原
田
浩
司
宗
教

部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読

と
祈
禱
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
大
西
晴
樹
学

長
か
ら
各
代
表
に
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

大
西
学
長
は
告
辞
で
、

経
済
学
の
父
と
呼
ば
れ

る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の

「
か
の
地
に
蒔
か
れ
、か
の

地
に
実
り
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。震
災

後
の
生
々
し
い
被
害
の
様

子
な
ど
に
つ
い
て
、当
時

の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
お
聞
き
し
た
。

荒
井
牧
師
は
、震
災
を
と

お
し
て
目
の
前
で
呼
吸
を

し
て
生
き
て
く
れ
て
い
る

家
族
や
友
人
、知
人
の
存

在
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が

た
い
か
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。参
加
し

た
学
生
た
ち
の
多
く
は
、

震
災
を
直
接
経
験
し
な

か
っ
た
、あ
る
い
は
幼
い

頃
の
記
憶
し
か
な
か
っ
た

た
め
、講
演
に
よ
っ
て
た

く
さ
ん
の
学
び
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
話
し
た
。

生
・
生
徒
の「
解
放
と
居

場
所
」
を
提
供
し
て
き
た

こ
と
に
も
言
及
さ
れ
た
。

そ
し
て
最
後
に
関
西
学
院

の
ス
ク
ー
ル
・
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る
“Mastery for 

Service

”
の
由
来
と
意

味
に
つ
い
て
も
解
説
し
て

く
だ
さ
っ
た
。ご
多
忙
の

中
、二
回
に
わ
た
る
充
実

し
た
ご
講
演
を
し
て
く
だ

「
道
徳
感
情
論
」
に
触
れ
、

「
自
分
の
中
に
『
公
平
な

観
察
者
』
の
視
点
を
持
つ

こ
と
」
と「
人
間
同
士
の

『
共
感
』
に
信
頼
を
置
く

こ
と
」
の
重
要
性
を
説
い

た
。卒
業
生
に
向
け
て
、ス

ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ 

Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」
を
胸
に
、社

会
で
活
躍
す
る
こ
と
を

期
待
し
、
祝
福
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

式
後
、
卒
業
生
た
ち

は
友
人
や
家
族
と
記
念

撮
影
を
行
い
、
思
い
出

深
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

学
校
法
人
東
北
学
院

で
は
八
月
一
日
、理
事
長

特
別
補
佐
（
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
教
育
担
当
）

講
演
後
は
震
災
遺
構

で
あ
る
仙
台
市
荒
浜
小

学
校
を
見
学
し
た
。当
時

の
状
態
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
小
学
校
の
中
を
見

学
し
、被
害
の
大
き
さ
を

リ
ア
ル
に
実
感
し
た
。こ

れ
か
ら
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る
地
震
や
津
波
の
被

害
を
最
小
限
に
す
る
た

さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝

し
た
い
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た

分
団
協
議
の
時
間
は
、例

年
に
比
べ
る
と
短
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
分
団
で
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。特
に
講
演

を
受
け
て
、現
代
社
会
に

お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
学
校

は
、一
体
ど
の
よ
う
な
形
で

学
生
に
「
解
放
と
居
場
所
」

を
提
供
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
意
見
を
共
有
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

最
後
に
、今
年
度
は
従

来
の
宿
泊
を
伴
う
形
で

は
な
く
、仙
台
市
内
の
施

設
を
用
い
て
日
帰
り
開

催
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ

り
参
加
者
の
利
便
性
が

向
上
し
た
一
方
で
、交
流

の
時
間
が
減
る
な
ど
の

課
題
も
あ
っ
た
。今
後
も

開
催
形
態
に
つ
い
て
は

検
討
を
重
ね
る
必
要
性

を
感
じ
た
。

に
伊
鹿
倉
正
司
氏
が
任

命
さ
れ
た
。

新
任
役
職
者
の
略
歴

は
次
の
と
お
り
。

め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
べ
き
な
の
か
、自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
考
え
さ
せ

ら
れ
る
時
と
な
っ
た
。

ま
た
、
学
び
の
時
間

だ
け
で
な
く
交
流
の
時

間
も
多
く
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。
昼
食
の
時
間

に
は
、
屋
外
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
会
場
で
牛
タ
ン

を
自
分
た
ち
で
焼
き
、食

べ
な
が
ら
学
生
、教
員
間

で
交
流
し
た
。
さ
ら
に
、

川
沿
い
に
飲
食
店
な
ど

が
立
ち
並
ぶ
「
か
わ
ま
ち

て
ら
す
閖
上
」
を
各
々
散

策
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
時
間
も
持
っ
た
。

今
年
度
も
昨
年
度
に

引
き
続
き
日
帰
り
で
の

開
催
で
は
あ
っ
た
が
、名

取
市
の
地
で
有
意
義
な

学
び
の
時
間
や
充
実
し

た
交
流
の
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。
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雄
大

学校法人東北学院は、1886年にキリスト教伝道者押川方義とアメリカ合衆国宣
教師ウィリアム・Ｅ・ホーイの両名の協力によって仙台に創立され、2036年に創立
150周年を迎えます。

本院はこれまで「LIFE LIGHT LOVE」をスクールモットーとして人格教育に
努め、国内外で活躍する約20万人の同窓生を輩出してまいりました。

今後、将来にわたって、さらに良質かつ高度な教育・研究を継続し、優れた人材
の育成に貢献することが本院の社会的な使命であると認識しています。そして、新
しい時代の要請に十分に対応できる教育・研究環境を整備し、充実させることは
もとより、様々な事情により経済的に困窮する本院の学生・生徒・園児に対する
強力な支援も忘れてはなりません。

これら本院のなすべきことを達成するためには、本院の経営努力を重ねることが
第一と心得ておりますが、自助努力には限りがあるのも事実です。来る創立150周年
に向けて、改めまして、同窓生の方々、学生・生徒・園児の保護者の方々、地域社会
の方々、本院とご縁のある企業その他の関係者の方々に対し、温かいご理解とご支
援をお願いする次第です。

どうか、私たちの思いを受けとめていただき、募金活動へのご協力を賜りますよ
う、お願い申し上げます。

「募金」への協力のお願い
東北学院創立150周年 LIFE  LIGHT  LOVE募金

学校法人東北学院　理事長　原田　善教
東 北 学 院 同 窓 会　会　長　森山　　博

1東北学院大学総合キャンパス整備事業を支援する
東 北 学 院 大 学 東北学院大学アーバンキャンパス整備事業募金

2教育と学生・生徒・園児の学びを支援する
東 北 学 院 大 学 東北学院大学課外活動支援募金

東北学院大学緊急給付奨学金募金
東北学院中学校・高等学校 東北学院中学校・高等学校奨学金募金

東北学院中学校・高等学校教育環境整備募金
東北学院榴ケ岡高等学校 東北学院榴ケ岡高等学校奨学金募金

東北学院榴ケ岡高等学校教育環境整備募金
東 北 学 院 幼 稚 園 東北学院幼稚園教育事業支援募金
東北学院大学～幼稚園 ALL東北学院国際交流推進募金

3デフォレスト館（旧宣教師館）整備・保存事業を支援する
デフォレスト館整備・保存事業募金

❶インターネット（クレジットカード決済・コンビニ決済）、❷所定の振込
用紙、❸財務課窓口（現金）よりお申し込みいただけます。

https://www.tohoku-gakuin.jp/activity/donation/
ホームページにはこちらのQRコードからアクセスできます▶

「東北学院創立150周年 LIFE LIGHT LOVE募金」ホームページ
申 込 方 法

法人事務局 財務部財務課
TEL.022-264-6467　　E-mail :bokin@mail.tohoku-gakuin.ac.jp問い合わせ先

大学クリスマス
2024年度東北学院大学クリスマス2024年度東北学院大学クリスマス

ー学生対象ーー学生対象ー
■ 土樋キャンパス ■■ 土樋キャンパス ■

　　　　　　日程／12月12日（木）10時05分～日程／12月12日（木）10時05分～
　　　　　　　　　※授業前後の移動含む　　　※授業前後の移動含む
　　　場所／ラーハウザー記念東北学院礼拝堂　　　場所／ラーハウザー記念東北学院礼拝堂

■ 五橋キャンパス ■■ 五橋キャンパス ■
　　　　　　日程／12月12日（木）15時00分～日程／12月12日（木）15時00分～
　　　　　　場所／押川記念館 押川記念ホール場所／押川記念館 押川記念ホール

※※�日程等が変更となる場合もございますので、詳しくは
大学ホームページをご確認ください。

東北学院大学第2回五橋クリスマス東北学院大学第2回五橋クリスマス
　　　　　　日程／12月6日（金）18時20分～日程／12月6日（金）18時20分～
　　　　　　場所／押川記念館 押川記念ホール場所／押川記念館 押川記念ホール
2024年度第75回公開東北学院クリスマス2024年度第75回公開東北学院クリスマス
　　　　　　日程／12月13日（金）18時30分～日程／12月13日（金）18時30分～
　　　　　　場所／ラーハウザー記念東北学院礼拝堂場所／ラーハウザー記念東北学院礼拝堂
　　　　　　主催／主催／学校法人東北学院 東北学院同窓会学校法人東北学院 東北学院同窓会

第
六
十
八
回

第
四
十
九
回

�

◆�

理
事
長
特
別
補
佐（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育

担
当
）・
地
域
総
合
学
部
長

伊
鹿
倉
　
正
司
氏

【
略
歴
】二
〇
〇
五
年
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
修
了
。
同
年
東
北
学
院
大
学
経
済
学
部

講
師
。
二
〇
〇
七
年
准
教
授
。二
〇

一
六
年
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
長
。
二
〇
一
七
年
教
授
。

二
〇
二
〇
年
経
済
学
科
長
。二
〇
二

三
年
地
域
総
合
学
部
長
。

二二
〇〇
二
四
年
度

二
四
年
度
九
月
期
卒
業
式

九
月
期
卒
業
式

公開クリスマス


